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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸市保健所管内でインフルエンザ注意報が発令中となっている。各自、感染対策を徹底してください。
・第8回院内研修があります。各自勤務を確認し、出欠予定の入力をお願いします。
　日時：2月16日(木)、21日（火）　17:30～

　場所：メンタルケア病棟3会　会議室
　テーマ：「接遇について（家族対応・クレーム対応）」
　講師：接遇向上苦情相談対応委員会　委員長　田端公子さん
＜鈴木真知子様の事故に関する振り返りと対策＞
事故前の情報
・時折、「家に帰りたい」「デイ（ナイト）ケアを辞めたい」「しまむらに行きたい」と訴えていたが、最近はその訴えの頻度が増していた。
・スタッフの制止を振り切ろうとすることや強引に出て行こうとすることが増えている。
・「何でもできる」と話しており、入院前のエピソードは覚えているか不明。しかし、病識の欠如や服薬の必要性は理解しているとは思い難い。
・保護者の姉は本人を“迷惑”として捉えている様子。保護者になる際も再三の説得が必要であった。
・家族の前では強気な姿勢、発言がある。

今回の事故の問題点
・“通所”施設であることから、外に出ること自体は問題ではない。
・今回の件は、本来いるべき場所に人がいなかった、配置しなかったというルールの順守ミスにあたる。
今後の対策
・“見ている”というメッセージを伝えていく（例：多めに声を掛ける等）。
・家には戻ることが出来ないことをはっきりと伝える（気持ちはくむ必要がある）。
・人員的に足りない日は、朝の青風荘との申し送り時に“万が一”を想定して、応援を要請する可能性があることを申し送りをする。必要時はすぐに連絡を取り、見守り人員の強化を頼む。または、一時的に青風荘に戻り気分転換を図る。
・本人が希望している姉との面談を行い、“家に帰りたい”という思いの解消が少しでもできるような関わりは必要であると思われる為、青風荘スタッフと検討中。

・スタッフのカギを使って、風呂場側のドアから出て行くことも考えられる為、スタッフのカギの場所を本日から変える。

・エレベータを使って帰荘するメンバーに古舘正行様を加え、それ以外の利用者様の送迎時はナイトケアスタッフが先頭、デイナイトケアスタッフ1名は鈴木様につき、もう1人のデイナイトケアスタッフは最後尾に配置とする。

＜利用者様情報＞

デイケア

・松川　順子様～昨日午後より不調を訴え、帰宅後も不調を訴え訪問看護に電話をしていたとのこと。訪問看護からの情報によると、昨日の時点で主治医との診察を予約していたが、体調が戻った為本人がキャンセルしたとのこと。本日は来所時は不調の訴えは無かったが、昨日の状況を確認した後から主治医との診察について気にし始め、対応をしている。小さなことでも大きな事として捉え、不安を訴えるパターンがあるため、小さな不安に自分自身で対処できるように手伝い、適応力を広げることができるようなかかわりをしていく。

・若松　邦生様～プログラム参加後より「苦しい」と言い、理由を尋ねると他メンバーがプログラムで的外れな発言をすることやレベルの低さが気になると話している。今後就労を想定すると、能力の違いがある人がいることは当然のことであり、慣れていく必要があることを伝えると「そうですね」と話している。プログラムの内容は問題は無いが、空き時間の使い方についての相談がある。何をやりたいかと尋ねると、「家計簿をつけたい」とのこと。空き時間にやりたいことに取り組むことができるように準備をしていく。また、気になることは話しやすいスタッフに伝えてみるようにアドバイスをしている。その後は「苦しい」という発言はなく、表情の硬さも見られない。

・根地戸　恵様～交際相手と連絡が取れないと色々なスタッフに興奮して訴えている。バレンタインであるため、交際相手の外来診察が終了後に待ち合わせをしていたが外来に来ず、何度も連絡するが電話に出ない為「死んでいるかもしれない」と話している。その交際相手と関わりがあるスタッフが以前も連絡が取れず夕方や翌日に折り返し連絡があったことがあると伝えると、落ち着きを一旦取り戻す。しかし、心配であるため自宅に行きたいとのことで、デイケア終了後に行くこととしている。タクシーで行くとのことだが、うまく場所を伝えられないとのことで、興奮気味に「だから誰かついてきてって言ってんでしょ！」と大きな声を出している。スタッフが同行することは難しい事、住所を紙に書いてタクシーの運転手に渡すように伝えると「わかった」と落ち着いて答えている。小さなことで声を荒げることが増えてきている為、服薬が確実に出来ていないことが考えられる。次回来所時に服薬状況について確認し、医師にも情報提供していく。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～昨日帰荘時、青風荘ではなく真っ直ぐ青山荘の方に向かって歩いている。声を掛けるが振り返らず、足早に歩いている。今朝も青風荘から来る際に左側からではなく右側（青山荘側）から青陽館に入っている。来所してからは落ち着いているが、外に出て行く可能性は高い為、スタッフの配置に留意していく。

・倉橋　生子様～昨日、排尿がないことや苛々、身体の火照りを訴えている。身体の火照りを訴えた際に血圧を測定すると、収縮期が162mmHgと高値であった。本日の血圧は正常値であり、不調の訴えは無い。
・山田　隆雄様～青風荘より情報提供があり、昨日夜に津嶋イチ子様に大きな声をあげていたとのこと。本日は、大きな声をあげることなく落ち着いて過ごしている。
ナイトケア

・八木橋牧雄様～先週の金曜日にナイトケアを欠席した件について確認をしている。「眠くて（うみねこ）幸房も休んじゃったよ」と笑って話している。不調時には無理をする必要はないが、ナイトケアに継続して通所するように伝えると「そうするよ」と返答をしている。ナイトケアでは眠そうにしている様子はない。

＜外来情報＞

・庭田美紀子様～特に変わりがないと話している。

・下妻　康貴様～特に変わりがないと話している。
・浅坂　政美様～寝つきの悪さがあると話している。医師より、以前も寝つきの悪さがあったため、少し様子を見るようにアドバイスを受けている。前回の採血の結果で異常はないが、ややHbA1cが高めであることの説明を受けている。
・浜辺　信明様～定期採血を実施している。体調や精神症状について聞かれると変わりがないとのこと。「はい」「ううん」のみの返答を繰り返している。
・大下　良悦様～お金のやりくりが出来ていると報告している。当番制の仕事も出来ているとのことで、頑張り過ぎないようにアドバイスを受けている。
・小野寺ノリ様～夜間の失禁が増えてきたとのことで、時間をみてトイレ誘導するようにスタッフにアドバイスがある。
・吉田　富秋様～特に変わりがないと話している。
・袴田　淑子様～特に変わりがないと話している。
・山田　隆雄様～薬の処方を3週分にしてほしいと毎回のように話している。周りのスタッフと決めていくことを伝え、今まで通りの処方となる。
・松川　順子様～16日分の薬が処方となっている。薬と次回受診について混乱を示している。
